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日立市立滑川小学校
Ⅰ 実践

１ 研究主題

一人ひとりが人権尊重の自覚をもち，互いに認め合い助け合う児童の育成

２ 主題設定の理由

本校の児童は明るく素直だが，友達関係において，自己中心的な言動によるトラブ
ルも多く見られる。そこで，人権教育においては「自分を大切に，他人も大切に」を

テーマに，一人一人が大切な存在であることを自覚するとともに，互いを認め合い，

思いやりのある言動のとれる児童の育成をねらいとして本主題を設定した。

３ 実践の内容と成果

（１）内容
①人権に関する映画を活用した学習

（校内人権週間「なかよし週間」期間中に実施）

第１～３学年は「５等になりたい ，第４～６学年は「地球が動いた日」をそ」
れぞれ鑑賞した。

「５等になりたい」は身体にハンディをもちながらも明るくたくましく生き抜

く小学校３年生の女の子の話である。彼女の夢は「５等になる」ことであった。
子どもたち，そして大人たちの心の成長を描いている。

「地球が動いた日」は１９９５年に神戸を襲った大地震の話である。中学受験
を目指す小学６年生の剛が主人公である。家が崩壊し，クラスメイトも次々と亡

くなっていく中，避難所で共に暮らす人々の心の痛み，被災者を救おうとするボ

ランティアの励ましなど，人と人とのつながりの大切さを描いている。

②なかよし週間【平成２５年１２月９日（月）～１３日（金）実施】

「 」 ， 。 ，校内人権週間 なかよし週間 は 本校で８年間継続実施している その期間
身近にいる友だちの存在を意識し，仲よく楽しく生活するためのポイントをチェ

ックカードに提示して振り返らせ，互いに認め合い助け合うことの大切さや友だ

ちのすばらしさについて考えながら生活するよい機会になっている。

③人権教室

１０月，３年生２クラスを対象に人権教室が行われた。ＤＶＤ「いじめはぜっ
たい悪い のＤＶＤを見ていじめについて考える授業である ＤＶＤ鑑賞後 い」 。 ，「

じめについて考えて見ましょう」と問いかけ 「いじめは悪い」ということを再，

確認した上で，自分が同じような立場になったらどうしたらよいか考え，答えを
見つけていくというものである。

④道徳の実践
人権教室で行われた「いじめはぜった悪い」の授業は，子どもたちにいじめに

ついて深く考えさせることができる教材であったので，児童間のトラブルが多く

見られる４年生２クラスでも行うことにした。法務局よりＤＶＤを借り、教師が
授業者となり道徳授業を行った。授業の中で 「いじめについて考えましょう」，

というワークシートに自分の考えを書かせた。

（２）成果

・映画鑑賞では，２０１１年３月の東日本大震災と重ね合わせ，自分の生活を見直

すきっかけとなった児童が多く見られたことがワークシートからみてとれた。
・ いじめは絶対悪い」のＤＶＤを鑑賞した後，真剣に意見を交換することができ「

た 「いじめられたら 『いやだ』とはっきり言うことが大切 「いじめを見た。 ， 。」

ら大人に知らせることが大切 「友達がいやな気持ちや悲しい気持ちになること」
はしてはいけない」などの意見が出され，友達関係を見直す場となった。

・ なかよし週間」では，友達の大切さや良さについて再確認できたと実感できる「

児童が多く見られた。
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Ⅱ 今後の課題

○ 本校人権教育の目標や計画について職員の共通理解を図り，具体的な活動や指導に

ついて各学年の計画を立案することによって，より実践的な活動を展開する。
○ 本校児童の実態を常に把握し （生活振り返りシート・生活アンケート等）職員間，

での共通理解を図り，普段の生活や授業の中で，課題意識を持って指導に当たってい

く。
○ 「なかよし週間」については今後も継続して実施していきたいが，今後内容を検討

検していく必要がある。

○ 人権教育に関する指導資料や視聴覚教材などについての情報を収集し，より有効な
活用を図る。

○ 「人権コーナー」を設置し，児童が日常的に人権学習に親しむ機会を提供できるよ

うにし，人権感覚を育てる。
， ，○ 授業参観や懇談会などの機会に 人権に関する学習や話題を積極的に提供していき

家庭の理解を得る。

《ワークシート例》

【５等になりたい】 【地球が動いた日】 【いじめについて】

【なかよし週間チェックカード】

【３年 人権教室】


